
【発行】 黒川高等学校同窓会
〒981-3685
宮城県黒川郡大和町吉岡
 字東柴崎62
【TEL】 022-345-2171
【FAX】 022-345-2172
【編集】 同 窓 会 事 務 局
【印刷】 ㈲ 中 村 印 刷

10１

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
も
創
立
一
二
四
年
目
を
迎
え
、
卒
業

生
も
二
万
名
を
突
破
し
ま
し
た
。
今
年
も
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
、
部
活
動
や
高
校
生
活
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
黒
高
生
は
九
割
以
上
が
黒
川
地
域
の
出
身

で
、
卒
業
後
も
大
半
が
地
元
に
定
着
し
地
域

の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

転
機
を
迎
え
た
黒
川
高
校

　
創
立
以
来
、
地
域
の
中
心
的
高
校
と
し
て

存
在
し
て
き
た
母
校
が
、
い
ま
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
入
学

者
が
激
減
し
て
お
り
、
定
員
割
れ
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
仙
台
圏
内
の
高
校
と

し
て
、
一
学
年
五
ク
ラ
ス
、
定
員
二
〇
〇
名

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
定

員
割
れ
と
な
り
、
二
〇
二
三
年
度
の
入
学
生

は
、つ
い
に
過
去
最
悪
の
定
員
充
足
率
六
六
・

五
％
に
ま
で
低
下
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
学

年
五
ク
ラ
ス
の
維
持
さ
え
も
心
配
さ
れ
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
員
割
れ
の
最
大
の
原
因
は
少
子
化
で
す

が
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
二
〇

二
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
私
立
高
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
制
度
が
定
着
し
て
き
た
事

だ
と
思
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
い
ま
や
公
立

高
校
を
受
験
し
な
い
生
徒
が
三
割
以
上
に

な
っ
て
お
り
、
影
響
は
母
校
の
み
な
ら
ず
、

仙
台
圏
の
郊
外
の
高
校
の
多
く
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
我
々
同
窓
生
と
し
て
は
、
創
立
以
来
、
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
母

校
の
役
割
や
重
要
性
を
改
め
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
母
校
と

同
窓
会
に
対
し
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会
報
第
六
七

号
の
発
行
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
の
皆
様
に
は

母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
物
心
両
面
に
わ

た
る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
先
の
予
測
が
で
き
ず
、
計
画
通
り
に
な
ら

な
い
時
代
の
特
徴
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て

二
〇
一
〇
年
代
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）」
と
い
う
言
葉
を
最
近
続

け
て
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｖ V

olatility     

（
変
動
性
）

　
Ｕ U

ncertainty

（
不
確
実
性
）

　
Ｃ C

om
plexity  （

複
雑
性
）

　
Ａ A

m
biguity   

（
曖
昧
性
）

の
頭
文
字
を
と
っ
て
で
き
た
言
葉
だ
そ
う
で

す
。

　
今
ま
で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
考
え
方
が
通

用
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
、
今

後
は
通
用
し
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
時
代

と
と
も
に
変
容
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
の
変
化
は
特
に
激
し
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
少
な
か
ら
ず
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

が
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
症
法
上
の

分
類
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
健
康
観
察
や
換
気
確
保
、
手

指
衛
生
指
導
な
ど
の
継
続
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
平
常
時
の
活
動
に
近
づ
け
よ
う
と
生
徒
・

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。

　
七
月
、
個
性
あ
ふ
れ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

互
い
に
応
援
し
合
う
こ
と
で
ク
ラ
ス
の
一
体

感
を
高
め
た
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」。
一
〇
月
、

「
悪
い
こ
と
が
続
い
た
後
、
幸
運
に
向
か
う
」

と
い
う
意
味
の
「
一
陽
来
復
」
を
テ
ー
マ
に

し
、
入
場
制
限
を
か
け
ず
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
「
黒
高
祭
」。
一
二
月
、
学

科
ご
と
に
計
画
を
立
て
、
独
自
の
見
学
や
研

修
を
取
り
入
れ
た
関
西
方
面
へ
の
「
修
学
旅

行
」
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
快
進
撃
を

続
け
た
野
球
部
は
、「
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
記
念
宮
城
大
会
ベ
ス
ト
16
」。
陸
上

競
技
部
は
、
男
子
や
り
投
げ
と
男
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
で
「
東
北
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
」
へ
出
場
。
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
は
、
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
相
撲
大
会
全
国
大
会
」
へ
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
気
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

「
公
正
」「
友
愛
」「
開
拓
」
の
黒
高
三
Ｆ
精

神
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
あ
え
て
困
難
に
挑

戦
を
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

挨 

拶
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
会 

長
　
山
路

　義
明

　
　
　
　
　

　
令
和
六
年
度
は
、
六
月
に
評
議
員
会
、

七
月
最
終
土
曜
日
に
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
黒
川
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
、
同
窓
会
の
欄
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓

会
報
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
は
各
支
部
の
中
で
配
付
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報

保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
住
所
等
を

登
録
し
な
い
会
員
も
お
り
、
各
支
部
で
会

報
の
配
付
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
自
宅
へ
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

送
料
九
四
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返
信

用
封
筒
を
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

事
務
局
　
三 

浦
　
　
葵

　
今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
支
部
で
総
会
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、
寄
稿
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
昨
年
同
様
の
ペ
ー
ジ
数
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と
し
て
こ
の
後

も
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
の
作
成
を
心

が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
報
に
つ
い
て
ご
要
望
や
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
支
部
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

同
級
会
の
お
知
ら
せ
や
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ

会
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
級
会
開
催
の
案
内
（
日
程
・
問
い

合
わ
せ
先
等
）
や
同
級
会
の
報
告
、
叙
勲

の
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
様
式
は
不
問
で
す

◉「
氏
名
、
卒
業
年
、
住
所
、
電
話
、
掲
載
し

　 

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
連
絡
方
法…

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◉
連
絡
先…

宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
事
務
局
長
　
佐
々
木
　
寛
征

〒
九
八
一‒

三
六
八
五

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
柴
崎
六
二

【
電
　
話
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
一

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
二

転
出
職
員
（
職
・
氏
名
・
異
動
先
）

教
　
　頭

　山
田
　昌
弘
（
県
第
二
工
業
高
）

主
幹
教
諭

　大
山
　義
男
（
岩 

出 

山 

高
）

教
　
　諭

　宮
本
美
智
恵
（
古
川
工
業
高
）

教
　
　諭

　溝
口
　将
史
（
退
　
　
　職
）

教
　
　諭

　本
橋
　里
支
（
鶴
ヶ
谷
支
援
）

教
　
　諭

　千
葉
　英
光
（
古
川
工
業
高
）

教
　
　諭

　上
野
　瑞
貴
（
古
　川
　高
）

事
務
主
査

　髙
橋
　り
つ
（
仙
台
二
華
高
）

事
務
主
事

　川
名
　駿
平
（
東
小
野
田
小
）

転
入
職
員
（
職
・
氏
名
・
前
任
校
）

教
　
　頭
　熊
谷
　
　崇
（
塩
　釜
　高
）

主
幹
教
諭
　安
達
　
　康
（
名
　取
　高
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
報
の

　
　配
付
方
法
に
つ
い
て

同
窓
会
報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

教
　
　諭
　上
村
　
　將
（
仙
台
第
三
高
）

教
　
　諭
　川
口
　美
樹
（
貞
　山
　高
）

教
　
　諭
　尾
形
　明
憲
（
新 

規 

採 

用
）

教
　
　諭
　宮
本
は
る
な
（
泉
　
　
　高
）

教
　
　諭
　武
澤
　龍
佑
（
新 

規 

採 

用
）

事
務
主
査
　村
田
　弥
生
（
光 

明 

支 

援
）

事
務
主
事
　角
田
　勇
斗
（
新 

規 

採 

用
）

令
和
五
年
三
月
末
の
教
職
員
の
異
動

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

編
集
を
終
え
て

ご 

挨 

拶教 

頭
　
熊 

谷

　  

崇
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管  内  計

２９

㈠ 

令
和
四
年
度
事
業
報
告

　
 

並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡ 
令
和
五
年
度
事
業
計
画

　
 

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢ 

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

会
　
　長 

山
路
　義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

大
友
　勝
衛

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

堀
籠
日
出
子

 

（
Ｓ
四
二
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　事 

渡
辺
　政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　事 

庄
司
　正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　事 

浅
野
　芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　問 

藤
倉
　知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　問 

金
　
　和
宏 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

本
郷
　貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

市
川
　敬
行 （
元
校
長
）

参
　
　与 

遠
藤
　俊
樹 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

佐
々
木
寛
征 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　葵 （
教
職
員
）

令和五年度  同 窓会総会

◉
東
京
同
窓
会 

◉
仙
台
支
部

◉
落
合
支
部 

◉
吉
岡
支
部

◉
大
衡
支
部 

◉
吉
田
支
部

◉
宮
床
支
部 

◉
粕
川
支
部

◉
富
谷
支
部
　◉
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◉
大
谷
支
部 

◉
利
府
支
部

◉
大
松
沢
支
部 

◉
松
島
支
部

◉
鶴
巣
支
部 

◉
栃
木
県
人
会

　八
月
十
九
日
㈯
午
前
十
一
時
よ
り
町
内
の

遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
母
校
よ
り
遠
藤
俊
樹
校
長
、
熊

谷
崇
教
頭
、
村
上
貴
宏
事
務
室
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　始
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
遠
藤
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況

報
告
を
兼
ね
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
則
に
従
っ
て
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
よ
り
令
和
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
も
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
親
会
は
四
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
み
、
昔

懐
か
し
い
学
生
時
代
の
話
題
や
最
近
の
黒
高

生
の
変
化
、
さ
ら
に
は
後
輩
達
の
活
躍
の
話

題
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。懇
親
会
の
最
後
は
、母
校
の
益
々

の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

４月　8日㈮
６月　5日㈰
　　 11日㈯

８月 19日㈮

　　 21日㈰

10月 

11月 26日㈯
 
 

12月　3日㈯
２月 28日㈫
３月 
３月  １日㈬
３月 28日㈫

入学式
落合支部総会
評議員会
学校助成（ものづくりコンテスト
測量部門東北大会出場 ～8/20）
吉田支部環境整備事業
大衡支部総会 → 中止
多賀城・七ヶ浜支部総会 
→ 書面決議

学校助成（高校生ロボット
相撲全国大会出場）
東京同窓会総会 → 中止
仙台支部総会 → 中止
吉岡支部総会　　　
同窓会入会式，支部長会議
同窓会報　第66号発行
卒業式
監査・役員会

黒川高校　体育館
遠藤旅館
黒川高校　遠藤旅館

山形県立酒田光陵高校

舘山公園

ビッグパレットふくしま

黒川高校 体育館，同窓会館
2800部印刷（中村印刷）
黒川高校　体育館
黒川高校　同窓会館

１　会　　　費
　１）終身会費
２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費

　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

1,473,000
1,473,000
1,172,594

406
2,646,000

1,476,000
1,476,000
1,172,594

17
2,648,611

3,000
3,000

0
△ 389
2,611

@3,000円×492名

利息

340,000
140,000
200,000
120,000
70,000
50,000
990,000
280,000
300,000
10,000

400,000

300,000
200,000
100,000
5,000

300,000
400,000
191,000
2,646,000

61,631
31,783
29,848
19,767
16,720
3,047

938,570
130,000
171,470
9,350

627,750

115,578
105,578
10,000
5,110

300,000
400,000
48,214

1,888,870

△ 278,369
△ 108,217
△ 170,152
△ 100,233
△ 53,280
△ 46,953
△ 51,430
△ 150,000
△ 128,530
△ 650

227,750

△ 184,422
△ 94,422
△ 90,000

110
0
0

△ 142,786
△ 757,130

ハガキ，送料，事務用品他
役員，事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行，郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (5)，クリア
ファイル，会議室用机，椅子

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】2,648,611－【支出合計】1,888,870＝【差引残額】759,741
（次年度へ繰り越し）

※ただし科目間の流用を認めるものとする
2,089,000 2,089,000 0

【令和５年度　収支予算書（案）】【令和４年度　収支決算報告書】

【令和４年度　同窓会事業報告】

（単位：円）

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

【令和４年度（昨年度）】

過去２年間の進路状況

主な進路先

●就職内定者数（実数）

就 職
97　
5　
95　

公 務 員
6　
0　

100　

大学・短大
10　
0　

100　

専門学校
26　
0　

100　

そ の 他
0
3
0

合 計
139　
8　
94　

【令和５年度（令和６年１月26日現在）】
種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

㈱コバヤシ　東北工場
プライムアースＥＶエナジー㈱宮城工場
トヨタ自動車東日本㈱
白石食品工業㈱仙台工場
㈱ワイ・デー・ケー宮城工場
㈱イズミテクノ
アイシン高丘東北㈱
㈱東北ライト製作所
THKインテックス㈱仙台工場
㈱フジ・コーポレーション
日進工具㈱
㈱C&D
フクダ電子　ファインテック仙台㈱
旭陽電気㈱　宮城工場
㈱バイタルネット　宮城物流センター
IHミートソリューション㈱
東洋産業㈱
CKD㈱
ワタキューセイモア㈱
㈱渡辺精機
（社福）永楽会
アサヒロジ㈱
㈱プラモール精工
東洋刃物㈱
日本ファインセラミック
㈱本山製作所
高木商店仙台工場
中央精機東北㈱
川崎設備工業㈱
㈱原田伸銅所
グローテック㈱
仙台小林製薬㈱
㈱ソーリンク
東北計器工業㈱
㈱信和
㈱グリーンハウザー
㈱ササキ
河北ランド　富谷カントリークラブ
AGCグラスプロダクツ㈱大衡工場

1
3
3
4
4
2
2
1
3
4
1
1
1
5
2
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
1
66

事 業 所 名

管

　内

計

仙 台 計

仙

　台

㈱仙台村田製作所
東北電力ネットワーク㈱
㈱ヒューテックノオリン
東日本旅客鉄道㈱
お茶の井ヶ田㈱
㈱エコプラス
㈱ケディカ
㈱アミノ　「うまい鮨勘」
㈱高速
㈱NTKセラティック
陽光ビルサービス㈱
㈱サトー商会
㈱三浦組
㈱エフ・ケー
㈱ヒメノ

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
１
1
17

事 業 所 名 計

●専修・各種学校合格者数（延べ人数）

代々木アニメーション学院
仙台赤門医療専門学校
仙台工科専門学校
仙台保健福祉専門学校
仙台ヘアメイク専門学校
東北電子専門学校
仙台ウエディング＆ブライダル専門学校
仙台ECO動物海洋専門学校
伝統文化と環境福祉の専門学校 
仙台幼児保育専門学校  
総合学園ヒューマンアカデミー仙台校
仙台ビューティーアート専門学校

1
1
2
3
1
3
4
1
1
2
2
1
22

県

　内

計

合　計

専修・各種学校

●公務員合格者数（延べ人数）

1
3
2
6

大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生
自衛官候補生

合　計

職　種 計

●大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北工業大学
宮城学院女子大学
東北文化学園大学

1
3
1
2
7

大　学

県

　内

計

合　計

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学

1
2
3

県 

内

計

合　計

短 期 大 学 等

卒 業 生 の 進 路 状 況

●看護系学校合格者数（延べ人数）

1仙台医師会看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

就 職
108　
0　

100　

公 務 員
4　
0　

100　

大学・短大
12　
0　

100　

専門学校
41　
0　

100　

そ の 他
0
4
0

合 計
165　
4　
98　

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

1
2
3

東北職業能力開発大学校
宮城県立仙台高等技術専門校

合　計

大学校・高等技術専門校 計
●大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

県
　内

㈲三和建装工業所
岡田鉄筋工業㈱
㈱Colorful
㈱利久　富谷あけの平

2
1
1
1
5

1
1
2
1
2
1
1
9

YKK ＡＰ㈱　東北製造所
㈱RS TECHNO LOGI ES　三本木工場
東北フジパン仙台工場
(社福)大崎社会福祉協議会
アルプスアルパイン㈱
堀越モータース
鴻池メディカル㈱ 宮城営業所

97

県 内 計

縁
　故

令和6年（2024年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和6年（2024年）３月1日発行



管  内  計

２９

㈠ 

令
和
四
年
度
事
業
報
告

　

 

並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡ 

令
和
五
年
度
事
業
計
画

　

 

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢ 

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

会
　
　長 

山
路
　義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

大
友
　勝
衛

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

堀
籠
日
出
子

 

（
Ｓ
四
二
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　事 

渡
辺
　政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　事 

庄
司
　正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　事 

浅
野
　芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　問 

藤
倉
　知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　問 

金
　
　和
宏 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

本
郷
　貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

市
川
　敬
行 （
元
校
長
）

参
　
　与 

遠
藤
　俊
樹 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

佐
々
木
寛
征 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　葵 （
教
職
員
）

令和五年度  同 窓会総会

◉
東
京
同
窓
会 

◉
仙
台
支
部

◉
落
合
支
部 

◉
吉
岡
支
部

◉
大
衡
支
部 

◉
吉
田
支
部

◉
宮
床
支
部 

◉
粕
川
支
部

◉
富
谷
支
部
　◉
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◉
大
谷
支
部 

◉
利
府
支
部

◉
大
松
沢
支
部 

◉
松
島
支
部

◉
鶴
巣
支
部 

◉
栃
木
県
人
会

　八
月
十
九
日
㈯
午
前
十
一
時
よ
り
町
内
の

遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
母
校
よ
り
遠
藤
俊
樹
校
長
、
熊

谷
崇
教
頭
、
村
上
貴
宏
事
務
室
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　始
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
遠
藤
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況

報
告
を
兼
ね
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
則
に
従
っ
て
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
よ
り
令
和
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
も
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
親
会
は
四
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
み
、
昔

懐
か
し
い
学
生
時
代
の
話
題
や
最
近
の
黒
高

生
の
変
化
、
さ
ら
に
は
後
輩
達
の
活
躍
の
話

題
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。懇
親
会
の
最
後
は
、母
校
の
益
々

の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

４月　8日㈮
６月　5日㈰
　　 11日㈯

８月 19日㈮

　　 21日㈰

10月 

11月 26日㈯
 
 

12月　3日㈯
２月 28日㈫
３月 
３月  １日㈬
３月 28日㈫

入学式
落合支部総会
評議員会
学校助成（ものづくりコンテスト
測量部門東北大会出場 ～8/20）
吉田支部環境整備事業
大衡支部総会 → 中止
多賀城・七ヶ浜支部総会 
→ 書面決議

学校助成（高校生ロボット
相撲全国大会出場）
東京同窓会総会 → 中止
仙台支部総会 → 中止
吉岡支部総会　　　
同窓会入会式，支部長会議
同窓会報　第66号発行
卒業式
監査・役員会

黒川高校　体育館
遠藤旅館
黒川高校　遠藤旅館

山形県立酒田光陵高校

舘山公園

ビッグパレットふくしま

黒川高校 体育館，同窓会館
2800部印刷（中村印刷）
黒川高校　体育館
黒川高校　同窓会館

１　会　　　費
　１）終身会費
２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費

　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

1,473,000
1,473,000
1,172,594

406
2,646,000

1,476,000
1,476,000
1,172,594

17
2,648,611

3,000
3,000

0
△ 389
2,611

@3,000円×492名

利息

340,000
140,000
200,000
120,000
70,000
50,000
990,000
280,000
300,000
10,000

400,000

300,000
200,000
100,000
5,000

300,000
400,000
191,000
2,646,000

61,631
31,783
29,848
19,767
16,720
3,047

938,570
130,000
171,470
9,350

627,750

115,578
105,578
10,000
5,110

300,000
400,000
48,214

1,888,870

△ 278,369
△ 108,217
△ 170,152
△ 100,233
△ 53,280
△ 46,953
△ 51,430
△ 150,000
△ 128,530
△ 650

227,750

△ 184,422
△ 94,422
△ 90,000

110
0
0

△ 142,786
△ 757,130

ハガキ，送料，事務用品他
役員，事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行，郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (5)，クリア
ファイル，会議室用机，椅子

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】2,648,611－【支出合計】1,888,870＝【差引残額】759,741
（次年度へ繰り越し）

※ただし科目間の流用を認めるものとする
2,089,000 2,089,000 0

【令和５年度　収支予算書（案）】【令和４年度　収支決算報告書】

【令和４年度　同窓会事業報告】

（単位：円）

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

【令和４年度（昨年度）】

過去２年間の進路状況

主な進路先

●就職内定者数（実数）

就 職
97　
5　
95　

公 務 員
6　
0　

100　

大学・短大
10　
0　

100　

専門学校
26　
0　

100　

そ の 他
0
3
0

合 計
139　
8　
94　

【令和５年度（令和６年１月26日現在）】
種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

㈱コバヤシ　東北工場
プライムアースＥＶエナジー㈱宮城工場
トヨタ自動車東日本㈱
白石食品工業㈱仙台工場
㈱ワイ・デー・ケー宮城工場
㈱イズミテクノ
アイシン高丘東北㈱
㈱東北ライト製作所
THKインテックス㈱仙台工場
㈱フジ・コーポレーション
日進工具㈱
㈱C&D
フクダ電子　ファインテック仙台㈱
旭陽電気㈱　宮城工場
㈱バイタルネット　宮城物流センター
IHミートソリューション㈱
東洋産業㈱
CKD㈱
ワタキューセイモア㈱
㈱渡辺精機
（社福）永楽会
アサヒロジ㈱
㈱プラモール精工
東洋刃物㈱
日本ファインセラミック
㈱本山製作所
高木商店仙台工場
中央精機東北㈱
川崎設備工業㈱
㈱原田伸銅所
グローテック㈱
仙台小林製薬㈱
㈱ソーリンク
東北計器工業㈱
㈱信和
㈱グリーンハウザー
㈱ササキ
河北ランド　富谷カントリークラブ
AGCグラスプロダクツ㈱大衡工場

1
3
3
4
4
2
2
1
3
4
1
1
1
5
2
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
1
66

事 業 所 名

管

　内

計

仙 台 計

仙

　台

㈱仙台村田製作所
東北電力ネットワーク㈱
㈱ヒューテックノオリン
東日本旅客鉄道㈱
お茶の井ヶ田㈱
㈱エコプラス
㈱ケディカ
㈱アミノ　「うまい鮨勘」
㈱高速
㈱NTKセラティック
陽光ビルサービス㈱
㈱サトー商会
㈱三浦組
㈱エフ・ケー
㈱ヒメノ

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
１
1
17

事 業 所 名 計

●専修・各種学校合格者数（延べ人数）

代々木アニメーション学院
仙台赤門医療専門学校
仙台工科専門学校
仙台保健福祉専門学校
仙台ヘアメイク専門学校
東北電子専門学校
仙台ウエディング＆ブライダル専門学校
仙台ECO動物海洋専門学校
伝統文化と環境福祉の専門学校 
仙台幼児保育専門学校  
総合学園ヒューマンアカデミー仙台校
仙台ビューティーアート専門学校

1
1
2
3
1
3
4
1
1
2
2
1
22

県

　内

計

合　計

専修・各種学校

●公務員合格者数（延べ人数）

1
3
2
6

大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生
自衛官候補生

合　計

職　種 計

●大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北工業大学
宮城学院女子大学
東北文化学園大学

1
3
1
2
7

大　学

県

　内

計

合　計

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学

1
2
3

県 

内

計

合　計

短 期 大 学 等

卒 業 生 の 進 路 状 況

●看護系学校合格者数（延べ人数）

1仙台医師会看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

就 職
108　
0　

100　

公 務 員
4　
0　

100　

大学・短大
12　
0　

100　

専門学校
41　
0　

100　

そ の 他
0
4
0

合 計
165　
4　
98　

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

1
2
3

東北職業能力開発大学校
宮城県立仙台高等技術専門校

合　計

大学校・高等技術専門校 計
●大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

県
　内

㈲三和建装工業所
岡田鉄筋工業㈱
㈱Colorful
㈱利久　富谷あけの平

2
1
1
1
5

1
1
2
1
2
1
1
9

YKK ＡＰ㈱　東北製造所
㈱RS TECHNO LOGI ES　三本木工場
東北フジパン仙台工場
(社福)大崎社会福祉協議会
アルプスアルパイン㈱
堀越モータース
鴻池メディカル㈱ 宮城営業所

97

県 内 計

縁
　故

令和6年（2024年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和6年（2024年）３月1日発行 ８３

　
今
年
の
５
月
に
行
わ
れ
た
県
総
体
で
男

子
や
り
投
げ
に
出
場
し
、
予
選
を
突
破
し

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
決
勝
進
出
で
緊
張
は
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
８
に
残
る
こ

と
が
で
き
、
最
終
的
に
決
勝
７
位
と
い
う

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
６
位
ま
で
が
東

北
大
会
出
場
だ
っ
た
の
で
そ
の
時
は
本
当

に
く
や
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
次
は
絶
対
に
東
北
大
会
に
出
場
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
９
月
の
県
新
人
大
会

に
向
け
て
今
ま
で
以
上
に
苦
し
い
ハ
ー
ド

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
８
月

に
行
わ
れ
た
新
人
大
会
前
の
記
録
会
に
お

い
て
大
幅
に
自
己
記
録
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
良
い
状
態
で
県
新
人
大

会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
選

で
は
楽
に
決
勝
進
出
記
録
を
突
破
し
決
勝

を
決
め
ま
し
た
。
少
し
緊
張
は
あ
り
ま
し

た
が
、
決
勝
で
は
１
投
目
か
ら
５
投
目
ま

で
力
が
入
り
す
ぎ
て
思
う
よ
う
な
ス
ロ
ー

イ
ン
グ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の

６
投
目
で
県
総
体
で
の
く
や
し
さ
が
思
い

浮
か
ん
で
き
て
、
最
後
決
め
て
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
で
最
後
の
試
技
を
行
い
ま
し

た
。
振
り
切
り
で
う
ま
く
や
り
に
力
が
加

わ
り
最
高
の
角
度
で
飛
ば
す
こ
と
が
で

き
、
51
ｍ
32
㎝
自
己
記
録
更
新
、
決
勝
２

位
で
東
北
大
会
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
本
当
に
う
れ
し

く
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
最
高
の

１
日
で
し
た
。

　
そ
の
約
２
週
間
後
に
福
島
で
行
わ
れ
た

東
北
新
人
大
会
に
宮
城
県
代
表
で
出
場
し

て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
東
北
大
会
（
上

位
大
会
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
し
て

体
が
硬
く
な
り
力
を
出
せ
ず
、
平
凡
な
記

録
で
予
選
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
ら
れ
ば
で
す
が
、
自

己
記
録
を
出
し
て
い
れ
ば
入
賞
の
可
能
性

が
あ
っ
た
の
で
本
当
に
く
や
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
来
年
度
は
東
北
大
会
出

場
、
そ
し
て
入
賞
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
新
た
な
目
標

を
掲
げ
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

練
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

り
や
す
い
時
期
で
す
が
、
そ
の
く
や
し
さ

を
思
い
出
し
な
が
ら
自
分
に
対
し
て
鼓
舞

し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
吉
田
支
部
総
会
が
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
総
会

提
出
議
案
全
て
が
会
員
の
ご
協
力
を
頂
き
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
執
行
部
三
役

（
支
部
長
、
副
支
部
長
、
庶
務
会
計
）
が 

退
任
し
、

在
任
間
、
支
部
長
を
中
心
に
支
部
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
ご
功
績
に
感
謝
し
ま
す
。

　
本
総
会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂

き
、
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
の
お
話
の
中
で
、「
生 

徒
数
の
定
員
不
足
」
の
問
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
学
校
運
営
に
大
き
く
関
わ
り
、 

そ
の
要

因
と
し
て
、「
急
速
に
進
む
少
子
化
」 

そ
し
て
、「
私

立
校
と
の
学
費
格
差
の
低
減
等
」
に 

あ
る
と
思
い

ま
す
。 

懇
親
会
の
席
で
も
話
題
が
尽
き
ず
、
本
校
関

係
者
が
一
体
と
な
り
、「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

邁
進
」
す
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
言
う
結
論
に

至
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
に
お
い
て
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
中

で
、「
本
校
の
充
実
発
展
と
支
部
活
動
の
継
続
」 に
、
会

員
一
心
と
な
り
微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
た
ち
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
大
会
で
上
位
を
目
指
し
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
緩
和
も
あ
り
、

昨
年
よ
り
も
大
会
の
規
模
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
毎
年
「
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
宮
城
県
大

会
」「
東
北
大
会
」「
北
海
道
東
北
選
手
権
大
会
」

に
参
加
し
、
上
位
大
会
で
あ
る
全
国
大
会
参
加

及
び
上
位
入
賞
を
目

標
に
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
ク
ロ
マ
メ

８
号
が
「
北
海
道
東

北
選
手
権
大
会
」
で

準
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
、
全
国
大
会
全

日
本
の
部
出
場
権
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
身
の
全
国

大
会
に
出
場
す
る
目

標
が
達
成
で
き
た
の

で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
宮
城
県
大
会

で
は
と
ん
か
つ
１
号

優
勝
、
ク
ロ
マ
メ
８

号
が
準
優
勝
、
か
ら

あ
げ
３
号
が
３
位
と

い
う
結
果
を
あ
げ
る

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
最
後
の
大
会
で
あ
る
全
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
相
撲
全
国
大
会
で
は
、
全
国
の
常
連
校
や
過

去
に
優
勝
し
た
こ
と
の
あ
る
選
手
な
ど
が
数
多

く
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
初
戦
敗
退
で

し
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
善
点
や
戦
い
方
な
ど

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
高
校
生
の
部
の
全
国
大
会
に
は
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
来
年
は
必
ず
両
方
の
全
国
大
会
に

出
場
し
、
入
賞
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
練

習
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
調
整
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
。

電
子
工
学
科
２
年
　
森
田
　瑞
輝

吉
田
支
部

事 

業 

報 

告

吉
田
支
部
長

　堀
田

　敏
幸

今年 の活 躍
東
北
大
会
に
出
場
し
て

東
北
大
会
に
出
場
し
て

普
通
科
２
年
　
岩
﨑
　礼
冴

総 

会 

開 

催

東京同窓会の齋藤酉夫様に
「大漢和辞典」を寄贈して

いただきました。
生徒の学習活動に活用していきます。

　
今
年
は
例
年
に
比
し
、
酷
暑
に
迫
る
８
月
27
日
に

吉
田
支
部
活
動
と
し
て
、
館
山
公
園
環
境
整
備
に
会

員
の
ご
協
力
を
頂
き
、
主
に
公
園
内
の
草
刈
り
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
平
成
31
年
よ
り
開
始
さ
れ
、
公
園
内
に

安
全
管
理
を
配
慮
し
た
施
設
等
を
設
置
し
、
地
域
住

民
の
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
多
く
の
往
来
を
期
待
し

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
整
備
に
あ
た
り
公

園
正
面
の
雑
木
が
生
い
茂
り
、
公
園
か
ら
の
展
望
に

支
障
が
散
見
さ
れ
、
地
域
住
民
の
往
来
に
直
面
す
る

現
況
を
吉
田
観
光
協
会
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

今

後
、
観
光
協
会
か
ら
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
本

事
業
の
目
的
達
成
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
憩
い
の
場
」
と
し
て
事
業
を
推
進
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硬式野球部
春季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加
全国高等学校野球選手権記念宮城大会
　１回戦　黒川　  8－7　古川黎明
　２回戦　黒川　10－9　宮城広瀬
　３回戦　黒川　  0－9　東陵
　【べスト16】
秋季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加

サッカー部
宮城県高等学校総合体育大会　
　１回戦　黒川　0－3　  名取
全国高等学校サッカー選手権大会宮城県予選
　１回戦　黒川　1－6  　東陵
宮城県高等学校新人大会　
　１回戦　黒川　0－10　仙台城南

陸上競技部
宮城県高校総合体育大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第７位】
宮城県高等学校新人陸上競技大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第２位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子ハンマー投げ決勝進出　  平林海翔【第４位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子400ｍＨ準決勝進出　佐藤陽叶　

男女テニス部
男子
宮城県高等学校総合体育大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－2　多賀城
宮城県高等学校新人大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－4　仙台一
女子
宮城県高等学校総合体育大会テニス競技
　女子シングルス　
　　佐藤寧音　２回戦　7－5　仙台商
　　　　　　　３回戦　0－6　仙台二
　　浅野七海　１回戦　6－0　石巻
　　　　　　　２回戦　0－6　仙台
　女子ダブルス
　　佐藤寧音・佐藤玲乃愛
　　　　　　　１回戦　2－6（仙台一）

男女バレーボール部
男子
大崎地区総合体育大会
　１回戦　黒川　0－2　古川
　２回戦　黒川　2－0　小牛田農林
　３回戦　黒川　2－0　加美農業
　４回戦　黒川　0－2　古川工業
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　1－2　築館・岩ヶ崎
全日本バレーボール高等学校選手権大会
宮城県代表決定戦 兼 仙台放送杯争奪宮城県大
会　一次予選
　１回戦　黒川　0－2　石巻
女子
宮城県高等学校総合体育大会バレーボール競技
　１回戦　黒川・涌谷・岩出山　0－2　ウェルネス

バスケットボール部
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール
競技　大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　黒川　64－33　古川工業
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　黒川　58－52　古川　
　決勝　黒川　73－82　古川学園　【第２位】
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技 
　１回戦　黒川　54－62　仙台二高
宮城県高等学校バスケットボール選手権大会　一次大会
　１回戦　黒川　69－65　中新田
　準決勝　黒川　68－53　気仙沼向洋
　決　勝　黒川　43－72　学院榴ヶ岡
宮城県高等学校新人バスケットボール大会
大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　　黒川　43－42　中新田
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　　黒川　53－48　古川
　決勝　　黒川　42－101 古川学園【第２位】

ソフトボール部
第70回宮城県高等学校新人ソフトボール大会
　第 1回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　16－15　泉館山・富谷・泉松陵
　第 2回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　 0－19　聖和学園
第72回宮城県高等学校総合体育大会ソフトボール競技
　第1回戦　中新田・古川黎明・黒川　５－15　多賀城
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支
部
総
会
は
、
令
和
５
年
11
月
18
日
㈯
正
午
か
ら
、
仙
台
市
青
葉
区

「
ホ
テ
ル
白
萩
」
に
於
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
山
路
同
窓
会
長
ご
臨
席
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
数
は
、
男
性
会
員
12
名
、
女
性
会
員
５
名
、
計
17
名
の
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
卒
業
年
次
層
と
し
て
は
、
昭
34
〜
40
年
卒
＝
７
名
、
41
〜

45
年
卒
＝
５
名
、
46
〜
平
１
年
卒
＝
５
名
の
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
今
後
は

出
席
者
の
若
年
層
へ
の
移
行
を
図
っ
て
い
く
事
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
に
先
立
ち
、歌
謡
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ア
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
（
兼
ボ
ー
カ
ル
）
の
３
人
編
成
＝「
昭
和
歌
謡
☆
星

ま
ち
応
援
隊
」
の
演
奏
で
、“

東
京
ブ
ギ
ウ
ギ„

で
始
ま
り
最
後
に“

赤

い
ラ
ン
プ
の
終
列
車„

な
ど
で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
記
念
写
真
を
行
い
、
総
会
に
移
り
ま
し
た
。

　
浅
野
支
部
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
山
路
同
窓
会
長
か
ら
祝
辞
と
母

校
の
現
況
（
①
生
徒
の
減
少
傾
向
の
背
景
、②
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
の
上
位
、

③
少
な
い
部
員
な
が
ら
も
野
球
成
績
シ
ー
ド
上
位
ま
で
の
食
い
込
み
、

④
同
窓
会
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、⑴
令
和
４
年
度
事
業
報
告
（
令
４
．
11
．
１
〜
令
５
．

10
．
31
）、
同
決
算
、⑵
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
（
案
）、⑶
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
に
移
り
一

人
ひ
と
り
、
現
況
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
欠
席
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
終
わ
り
に
校
歌
を
斉
唱
し
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
来
年
の
再
会
を
願
い
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

仙
台
支
部
事
務
局
　
萬
　忠
一
郎

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

を
待
と
う
、
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
の
空
気
の
方
が
大

半
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
落
合
の
美
田
を
将
来
的
に
残

そ
う
、
異
常
気
象
等
に
も
対
処
可
能
な
田
ん
ぼ
に
し
て

次
世
代
に
残
そ
う
と
の
気
持
ち
は
皆
さ
ん
一
緒
で
、
地

域
愛
等
の
互
助
精
神
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
は
安
堵
感

を
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。支

部
長
　
小
川
　憲
一
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硬式野球部
春季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加
全国高等学校野球選手権記念宮城大会
　１回戦　黒川　  8－7　古川黎明
　２回戦　黒川　10－9　宮城広瀬
　３回戦　黒川　  0－9　東陵
　【べスト16】
秋季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加

サッカー部
宮城県高等学校総合体育大会　
　１回戦　黒川　0－3　  名取
全国高等学校サッカー選手権大会宮城県予選
　１回戦　黒川　1－6  　東陵
宮城県高等学校新人大会　
　１回戦　黒川　0－10　仙台城南

陸上競技部
宮城県高校総合体育大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第７位】
宮城県高等学校新人陸上競技大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第２位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子ハンマー投げ決勝進出　  平林海翔【第４位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子400ｍＨ準決勝進出　佐藤陽叶　

男女テニス部
男子
宮城県高等学校総合体育大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－2　多賀城
宮城県高等学校新人大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－4　仙台一
女子
宮城県高等学校総合体育大会テニス競技
　女子シングルス　
　　佐藤寧音　２回戦　7－5　仙台商
　　　　　　　３回戦　0－6　仙台二
　　浅野七海　１回戦　6－0　石巻
　　　　　　　２回戦　0－6　仙台
　女子ダブルス
　　佐藤寧音・佐藤玲乃愛
　　　　　　　１回戦　2－6（仙台一）

男女バレーボール部
男子
大崎地区総合体育大会
　１回戦　黒川　0－2　古川
　２回戦　黒川　2－0　小牛田農林
　３回戦　黒川　2－0　加美農業
　４回戦　黒川　0－2　古川工業
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　1－2　築館・岩ヶ崎
全日本バレーボール高等学校選手権大会
宮城県代表決定戦 兼 仙台放送杯争奪宮城県大
会　一次予選
　１回戦　黒川　0－2　石巻
女子
宮城県高等学校総合体育大会バレーボール競技
　１回戦　黒川・涌谷・岩出山　0－2　ウェルネス

バスケットボール部
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール
競技　大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　黒川　64－33　古川工業
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　黒川　58－52　古川　
　決勝　黒川　73－82　古川学園　【第２位】
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技 
　１回戦　黒川　54－62　仙台二高
宮城県高等学校バスケットボール選手権大会　一次大会
　１回戦　黒川　69－65　中新田
　準決勝　黒川　68－53　気仙沼向洋
　決　勝　黒川　43－72　学院榴ヶ岡
宮城県高等学校新人バスケットボール大会
大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　　黒川　43－42　中新田
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　　黒川　53－48　古川
　決勝　　黒川　42－101 古川学園【第２位】

ソフトボール部
第70回宮城県高等学校新人ソフトボール大会
　第 1回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　16－15　泉館山・富谷・泉松陵
　第 2回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　 0－19　聖和学園
第72回宮城県高等学校総合体育大会ソフトボール競技
　第1回戦　中新田・古川黎明・黒川　５－15　多賀城
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男女バドミントン部
男子
第37回大崎・石巻地区総合体育大会
　男子シングルス【第３位】辻本煌輝
　男子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会
　男子学校対抗戦　黒川　1－3　仙台商業
大崎・石巻地区新人大会
　男子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校新人大会
　男子学校対抗戦　１回戦　黒川　3－1　伊具
　　　　　　　　　２回戦　黒川　0－3　角田
女子
宮城県高校総体バドミントン競技1次予選　兼
宮城県バドミントン選手権大会
　女子ダブルス【ベスト32】武藤はな・渡辺瑠美
大崎・石巻地区総合体育大会
　女子ダブルス【第３位】   武藤はな・渡辺瑠美
　女子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会  
　女子学校対抗戦　黒川　0－3　塩釜
大崎・石巻地区新人大会 
　女子学校対抗戦【第３位】

卓球部
宮城県高等学校総合体育大会卓球競技　
　団体戦（女子） 黒川　1－3　石巻西
　個人戦　平賀（黒川）2－3　三浦（利府）
全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）
宮城県予選会
　櫻井（黒川）　0－3　武山（山下中）
令和5年度宮城県高等学校新人卓球大会個人戦  
　瀬戸（黒川）　0－3　髙井（仙台三桜）

柔道部
宮城県高等学校総合体育大会（地区）
　個人戦　73㎏級　15HR　武田智喜【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会（県大会）
　個人戦　73㎏級　15HR　武田智喜　初戦敗退

剣道部
宮城県高等学校総合体育大会剣道大会
男子個人　大野叶多　日野唯斗　　1回戦敗退
女子個人　小川　桜　　　　　　　1回戦敗退

ロボット研究部
高等学校ロボット相撲選手権　北海道東北選手権
　ラジコン型
　【準優勝】くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝
宮城県高等学校ロボット相撲大会
　ラジコン型
　【第１位】とんかつ１号　操縦員　榊原　　京
　【第２位】くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝
　【第３位】からあげ３号　操縦員   砥谷　　光
全日本ロボット相撲大会2023
　ラジコン型
　　　　　　くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝

吹奏楽部
宮城県アンサンブルコンテスト多賀城地区大会
　打楽器五重奏　【銀　賞】

書道部
全国学生防災書道展
　【入　選】　髙橋　亜美
ふれあい書道展
　【特　選】髙橋　楼樺、髙橋　亜美、鳥澤　楓茄
全国小中高児童生徒　川開書道展
　【準大賞】髙橋　亜美
全国書きぞめ作品展覧会（日本書写教育研究会）
　【審査委員長賞】　　　　 髙橋　亜美
　【全日本芸術振興学会賞】最知　叶愛

美術部
泉・黒川地区高等学校美術展
　【奨励賞】小林　美友、永山　　花、奥山桃葉子

囲碁・将棋同好会
全国高等学校将棋選手権宮城県予選大会
　男子個人戦
　Ｂ級　【第７位】浅野　織臣
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東
京
同
窓
会
の
４
年
振
り
の
「
年
次
総
会
」
が
９
月
24
日
、
上

野
で
会
員
14
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

　
母
校
か
ら
遠
藤
校
長
が
参
席
、
こ
じ
ん
ま
り
な
が
ら
賑
や
か
で

有
意
義
な
集
い
だ
っ
た
。

　
初
め
に
校
歌
斉
唱
。
そ
の
後
、
渋
谷
会
長
が
挨
拶
「
参
加
者
は

減
少
し
た
が
次
へ
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。」
と
力
強

く
語
っ
た
。

　
来
賓
の
遠
藤
校
長
が
母
校
報
告
を
か
ね
祝
辞
を
述
べ
た
。「
山
岳

部
の
廃
部
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
が
活
躍
し
全
国
大
会
へ
出
場
が
決

定
、
陸
上
部
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
と
や
り
投
げ
で
東
北
大
会
出
場
な

ど…

」
と
報
告
さ
れ
る
と
会
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
喜
び

が
広
が
っ
た
。

　
続
い
て
会
計
報
告
が
会
長
か
ら
、
ま
た
監
査
報
告
も
担
当
委
員

（
欠
席
）
を
代
理
し
、
３
年
分
の
報
告
が
行
わ
れ
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
る
。

　
齋
藤
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。
歌
え
る
世
代
が
「
黒

高
音
頭
」
を
合
唱
し
ム
ー
ド
も
高
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
集
い
日
和
。
三
浦
顧
問
が
閉
会
挨
拶

し
再
会
を
約
し
散
会
。

会 

長
　
渋
谷
　豊
樹

各 

支 

部 

の 

活 

動

東
京
同
窓
会

　
落
合
支
部
の
令
和
５
年
度
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
去

る
６
月
18
日
に
、
吉
岡
・
遠
藤
旅
館
に
て
通
常
総
会
と

併
せ
て
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
昨
今
の
過
疎
化
等
、
後

継
者
不
足
か
ら
く
る
将
来
へ
の
不
安
対
策
と
し
て
「
農

業
後
継
者
不
足
化
に
お
け
る
農
地
等
の
維
持
方
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
宮
城
県
農
政
部
農
業
振
興
課
副
参

事
の
門
間
陽
一
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
将
来
的

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
の
講
話
を
聴
講
し
意
見

交
換
い
た
し
ま
し
た
。

　
門
間
様
か
ら
の
お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
的
な
課

題
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
荒
廃
農
地
を
防
止
す
る

た
め
に
は
継
続
的
な
管
理
（
耕
作
）
が
必
要
で
あ
り
、

経
済
コ
ス
ト
、
作
業
の
効
率
化
等
人
件
費
の
削
減
と
農

業
従
事
者
所
得
の
向
上
・
安
定
化
が
不
可
欠
と
の
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
「
農
業
従
事
者
の
確
保
等
組
織
育
成
」「
作
業

効
率
（
コ
ス
ト
低
減
）
の
良
い
圃
場
の
整
備
」
が
大
事

で
あ
り
、
国
策
と
し
て
の
国
の
支
援
制
度
に
早
急
に
取

り
組
む
こ
と
を
提
案
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
聴
講
さ
れ
ま
し
た
大
半
の
方
々
は
総
論
で
は
理
解
で

き
る
も
の
の
、
今
は
、
明
日
の
生
活
、
明
日
の
農
作
業

が
大
事
、
ま
だ
遣
れ
る
（
働
け
る
）
か
ら
時
代
の
流
れ

落 

合 

支 

部
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男女バドミントン部
男子
第37回大崎・石巻地区総合体育大会
　男子シングルス【第３位】辻本煌輝
　男子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会
　男子学校対抗戦　黒川　1－3　仙台商業
大崎・石巻地区新人大会
　男子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校新人大会
　男子学校対抗戦　１回戦　黒川　3－1　伊具
　　　　　　　　　２回戦　黒川　0－3　角田
女子
宮城県高校総体バドミントン競技1次予選　兼
宮城県バドミントン選手権大会
　女子ダブルス【ベスト32】武藤はな・渡辺瑠美
大崎・石巻地区総合体育大会
　女子ダブルス【第３位】   武藤はな・渡辺瑠美
　女子学校対抗戦【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会  
　女子学校対抗戦　黒川　0－3　塩釜
大崎・石巻地区新人大会 
　女子学校対抗戦【第３位】

卓球部
宮城県高等学校総合体育大会卓球競技　
　団体戦（女子） 黒川　1－3　石巻西
　個人戦　平賀（黒川）2－3　三浦（利府）
全日本卓球選手権大会（ジュニアの部）
宮城県予選会
　櫻井（黒川）　0－3　武山（山下中）
令和5年度宮城県高等学校新人卓球大会個人戦  
　瀬戸（黒川）　0－3　髙井（仙台三桜）

柔道部
宮城県高等学校総合体育大会（地区）
　個人戦　73㎏級　15HR　武田智喜【第３位】
宮城県高等学校総合体育大会（県大会）
　個人戦　73㎏級　15HR　武田智喜　初戦敗退

剣道部
宮城県高等学校総合体育大会剣道大会
男子個人　大野叶多　日野唯斗　　1回戦敗退
女子個人　小川　桜　　　　　　　1回戦敗退

ロボット研究部
高等学校ロボット相撲選手権　北海道東北選手権
　ラジコン型
　【準優勝】くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝
宮城県高等学校ロボット相撲大会
　ラジコン型
　【第１位】とんかつ１号　操縦員　榊原　　京
　【第２位】くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝
　【第３位】からあげ３号　操縦員   砥谷　　光
全日本ロボット相撲大会2023
　ラジコン型
　　　　　　くろまめ８号　操縦員　森田　瑞輝

吹奏楽部
宮城県アンサンブルコンテスト多賀城地区大会
　打楽器五重奏　【銀　賞】

書道部
全国学生防災書道展
　【入　選】　髙橋　亜美
ふれあい書道展
　【特　選】髙橋　楼樺、髙橋　亜美、鳥澤　楓茄
全国小中高児童生徒　川開書道展
　【準大賞】髙橋　亜美
全国書きぞめ作品展覧会（日本書写教育研究会）
　【審査委員長賞】　　　　 髙橋　亜美
　【全日本芸術振興学会賞】最知　叶愛

美術部
泉・黒川地区高等学校美術展
　【奨励賞】小林　美友、永山　　花、奥山桃葉子

囲碁・将棋同好会
全国高等学校将棋選手権宮城県予選大会
　男子個人戦
　Ｂ級　【第７位】浅野　織臣
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、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
が
活
躍
し
全
国
大
会
へ
出
場
が
決

定
、
陸
上
部
は
ハ
ン
マ
ー
投
げ
と
や
り
投
げ
で
東
北
大
会
出
場
な

ど…

」
と
報
告
さ
れ
る
と
会
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
喜
び

が
広
が
っ
た
。

　
続
い
て
会
計
報
告
が
会
長
か
ら
、
ま
た
監
査
報
告
も
担
当
委
員

（
欠
席
）
を
代
理
し
、
３
年
分
の
報
告
が
行
わ
れ
全
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
る
。

　
齋
藤
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。
歌
え
る
世
代
が
「
黒

高
音
頭
」
を
合
唱
し
ム
ー
ド
も
高
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
集
い
日
和
。
三
浦
顧
問
が
閉
会
挨
拶

し
再
会
を
約
し
散
会
。

会 

長
　
渋
谷
　豊
樹

各 

支 

部 

の 

活 

動

東
京
同
窓
会

　
落
合
支
部
の
令
和
５
年
度
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
去

る
６
月
18
日
に
、
吉
岡
・
遠
藤
旅
館
に
て
通
常
総
会
と

併
せ
て
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
昨
今
の
過
疎
化
等
、
後

継
者
不
足
か
ら
く
る
将
来
へ
の
不
安
対
策
と
し
て
「
農

業
後
継
者
不
足
化
に
お
け
る
農
地
等
の
維
持
方
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
宮
城
県
農
政
部
農
業
振
興
課
副
参

事
の
門
間
陽
一
様
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
将
来
的

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
の
講
話
を
聴
講
し
意
見

交
換
い
た
し
ま
し
た
。

　
門
間
様
か
ら
の
お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
的
な
課

題
で
は
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
荒
廃
農
地
を
防
止
す
る

た
め
に
は
継
続
的
な
管
理
（
耕
作
）
が
必
要
で
あ
り
、

経
済
コ
ス
ト
、
作
業
の
効
率
化
等
人
件
費
の
削
減
と
農

業
従
事
者
所
得
の
向
上
・
安
定
化
が
不
可
欠
と
の
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
ー
す
る
た
め
に
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
「
農
業
従
事
者
の
確
保
等
組
織
育
成
」「
作
業

効
率
（
コ
ス
ト
低
減
）
の
良
い
圃
場
の
整
備
」
が
大
事

で
あ
り
、
国
策
と
し
て
の
国
の
支
援
制
度
に
早
急
に
取

り
組
む
こ
と
を
提
案
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
聴
講
さ
れ
ま
し
た
大
半
の
方
々
は
総
論
で
は
理
解
で

き
る
も
の
の
、
今
は
、
明
日
の
生
活
、
明
日
の
農
作
業

が
大
事
、
ま
だ
遣
れ
る
（
働
け
る
）
か
ら
時
代
の
流
れ

落 

合 

支 

部
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硬式野球部
春季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加
全国高等学校野球選手権記念宮城大会
　１回戦　黒川　  8－7　古川黎明
　２回戦　黒川　10－9　宮城広瀬
　３回戦　黒川　  0－9　東陵
　【べスト16】
秋季宮城県高等学校野球　地区大会
　連合チームとして参加

サッカー部
宮城県高等学校総合体育大会　
　１回戦　黒川　0－3　  名取
全国高等学校サッカー選手権大会宮城県予選
　１回戦　黒川　1－6  　東陵
宮城県高等学校新人大会　
　１回戦　黒川　0－10　仙台城南

陸上競技部
宮城県高校総合体育大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第７位】
宮城県高等学校新人陸上競技大会
　男子やり投げ決勝進出　　岩﨑礼冴【第２位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子ハンマー投げ決勝進出　  平林海翔【第４位】
　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子400ｍＨ準決勝進出　佐藤陽叶　

男女テニス部
男子
宮城県高等学校総合体育大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－2　多賀城
宮城県高等学校新人大会
　団体戦　１回戦　黒川　1－4　仙台一
女子
宮城県高等学校総合体育大会テニス競技
　女子シングルス　
　　佐藤寧音　２回戦　7－5　仙台商
　　　　　　　３回戦　0－6　仙台二
　　浅野七海　１回戦　6－0　石巻
　　　　　　　２回戦　0－6　仙台
　女子ダブルス
　　佐藤寧音・佐藤玲乃愛
　　　　　　　１回戦　2－6（仙台一）

男女バレーボール部
男子
大崎地区総合体育大会
　１回戦　黒川　0－2　古川
　２回戦　黒川　2－0　小牛田農林
　３回戦　黒川　2－0　加美農業
　４回戦　黒川　0－2　古川工業
宮城県高等学校総合体育大会
　１回戦　黒川　1－2　築館・岩ヶ崎
全日本バレーボール高等学校選手権大会
宮城県代表決定戦 兼 仙台放送杯争奪宮城県大
会　一次予選
　１回戦　黒川　0－2　石巻
女子
宮城県高等学校総合体育大会バレーボール競技
　１回戦　黒川・涌谷・岩出山　0－2　ウェルネス

バスケットボール部
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール
競技　大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　黒川　64－33　古川工業
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　黒川　58－52　古川　
　決勝　黒川　73－82　古川学園　【第２位】
宮城県高等学校総合体育大会バスケットボール競技 
　１回戦　黒川　54－62　仙台二高
宮城県高等学校バスケットボール選手権大会　一次大会
　１回戦　黒川　69－65　中新田
　準決勝　黒川　68－53　気仙沼向洋
　決　勝　黒川　43－72　学院榴ヶ岡
宮城県高等学校新人バスケットボール大会
大崎地区予選 
　予選トーナメント　Bブロック
　　　　　黒川　43－42　中新田
　決勝トーナメント　準決勝
　　　　　黒川　53－48　古川
　決勝　　黒川　42－101 古川学園【第２位】

ソフトボール部
第70回宮城県高等学校新人ソフトボール大会
　第 1回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　16－15　泉館山・富谷・泉松陵
　第 2回戦　中新田・古川黎明・涌谷・黒川　
　　　　　　 0－19　聖和学園
第72回宮城県高等学校総合体育大会ソフトボール競技
　第1回戦　中新田・古川黎明・黒川　５－15　多賀城
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支 

部

　
支
部
総
会
は
、
令
和
５
年
11
月
18
日
㈯
正
午
か
ら
、
仙
台
市
青
葉
区

「
ホ
テ
ル
白
萩
」
に
於
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
山
路
同
窓
会
長
ご
臨
席
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
数
は
、
男
性
会
員
12
名
、
女
性
会
員
５
名
、
計
17
名
の
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
卒
業
年
次
層
と
し
て
は
、
昭
34
〜
40
年
卒
＝
７
名
、
41
〜

45
年
卒
＝
５
名
、
46
〜
平
１
年
卒
＝
５
名
の
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
今
後
は

出
席
者
の
若
年
層
へ
の
移
行
を
図
っ
て
い
く
事
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
に
先
立
ち
、歌
謡
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ア
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ギ
タ
ー
・
ベ
ー
ス
（
兼
ボ
ー
カ
ル
）
の
３
人
編
成
＝「
昭
和
歌
謡
☆
星

ま
ち
応
援
隊
」
の
演
奏
で
、“

東
京
ブ
ギ
ウ
ギ„

で
始
ま
り
最
後
に“

赤

い
ラ
ン
プ
の
終
列
車„

な
ど
で
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
記
念
写
真
を
行
い
、
総
会
に
移
り
ま
し
た
。

　
浅
野
支
部
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
山
路
同
窓
会
長
か
ら
祝
辞
と
母

校
の
現
況
（
①
生
徒
の
減
少
傾
向
の
背
景
、②
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
の
上
位
、

③
少
な
い
部
員
な
が
ら
も
野
球
成
績
シ
ー
ド
上
位
ま
で
の
食
い
込
み
、

④
同
窓
会
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、⑴
令
和
４
年
度
事
業
報
告
（
令
４
．
11
．
１
〜
令
５
．

10
．
31
）、
同
決
算
、⑵
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
（
案
）、⑶
役

員
の
選
任
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
に
移
り
一

人
ひ
と
り
、
現
況
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
欠
席
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
終
わ
り
に
校
歌
を
斉
唱
し
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、
来
年
の
再
会
を
願
い
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

仙
台
支
部
事
務
局
　
萬
　忠
一
郎

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
結
果
報
告

を
待
と
う
、
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
の
空
気
の
方
が
大

半
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
落
合
の
美
田
を
将
来
的
に
残

そ
う
、
異
常
気
象
等
に
も
対
処
可
能
な
田
ん
ぼ
に
し
て

次
世
代
に
残
そ
う
と
の
気
持
ち
は
皆
さ
ん
一
緒
で
、
地

域
愛
等
の
互
助
精
神
が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
は
安
堵
感

を
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。支

部
長
　
小
川
　憲
一
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今
年
の
５
月
に
行
わ
れ
た
県
総
体
で
男

子
や
り
投
げ
に
出
場
し
、
予
選
を
突
破
し

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
決
勝
進
出
で
緊
張
は
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
８
に
残
る
こ

と
が
で
き
、
最
終
的
に
決
勝
７
位
と
い
う

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
６
位
ま
で
が
東

北
大
会
出
場
だ
っ
た
の
で
そ
の
時
は
本
当

に
く
や
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
次
は
絶
対
に
東
北
大
会
に
出
場
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
９
月
の
県
新
人
大
会

に
向
け
て
今
ま
で
以
上
に
苦
し
い
ハ
ー
ド

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
８
月

に
行
わ
れ
た
新
人
大
会
前
の
記
録
会
に
お

い
て
大
幅
に
自
己
記
録
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
良
い
状
態
で
県
新
人
大

会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
選

で
は
楽
に
決
勝
進
出
記
録
を
突
破
し
決
勝

を
決
め
ま
し
た
。
少
し
緊
張
は
あ
り
ま
し

た
が
、
決
勝
で
は
１
投
目
か
ら
５
投
目
ま

で
力
が
入
り
す
ぎ
て
思
う
よ
う
な
ス
ロ
ー

イ
ン
グ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の

６
投
目
で
県
総
体
で
の
く
や
し
さ
が
思
い

浮
か
ん
で
き
て
、
最
後
決
め
て
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
で
最
後
の
試
技
を
行
い
ま
し

た
。
振
り
切
り
で
う
ま
く
や
り
に
力
が
加

わ
り
最
高
の
角
度
で
飛
ば
す
こ
と
が
で

き
、
51
ｍ
32
㎝
自
己
記
録
更
新
、
決
勝
２

位
で
東
北
大
会
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
本
当
に
う
れ
し

く
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
最
高
の

１
日
で
し
た
。

　
そ
の
約
２
週
間
後
に
福
島
で
行
わ
れ
た

東
北
新
人
大
会
に
宮
城
県
代
表
で
出
場
し

て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
東
北
大
会
（
上

位
大
会
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
し
て

体
が
硬
く
な
り
力
を
出
せ
ず
、
平
凡
な
記

録
で
予
選
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
ら
れ
ば
で
す
が
、
自

己
記
録
を
出
し
て
い
れ
ば
入
賞
の
可
能
性

が
あ
っ
た
の
で
本
当
に
く
や
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
来
年
度
は
東
北
大
会
出

場
、
そ
し
て
入
賞
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
新
た
な
目
標

を
掲
げ
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

練
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

り
や
す
い
時
期
で
す
が
、
そ
の
く
や
し
さ

を
思
い
出
し
な
が
ら
自
分
に
対
し
て
鼓
舞

し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
吉
田
支
部
総
会
が
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
総
会

提
出
議
案
全
て
が
会
員
の
ご
協
力
を
頂
き
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
執
行
部
三
役

（
支
部
長
、
副
支
部
長
、
庶
務
会
計
）
が 

退
任
し
、

在
任
間
、
支
部
長
を
中
心
に
支
部
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
ご
功
績
に
感
謝
し
ま
す
。

　
本
総
会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂

き
、
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
の
お
話
の
中
で
、「
生 

徒
数
の
定
員
不
足
」
の
問
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
学
校
運
営
に
大
き
く
関
わ
り
、 

そ
の
要

因
と
し
て
、「
急
速
に
進
む
少
子
化
」 

そ
し
て
、「
私

立
校
と
の
学
費
格
差
の
低
減
等
」
に 

あ
る
と
思
い

ま
す
。 

懇
親
会
の
席
で
も
話
題
が
尽
き
ず
、
本
校
関

係
者
が
一
体
と
な
り
、「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

邁
進
」
す
る
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
言
う
結
論
に

至
り
閉
会
し
ま
し
た
。

　
吉
田
支
部
に
お
い
て
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
中

で
、「
本
校
の
充
実
発
展
と
支
部
活
動
の
継
続
」 に
、
会

員
一
心
と
な
り
微
力
な
が
ら
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
私
た
ち
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
大
会
で
上
位
を
目
指
し
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
緩
和
も
あ
り
、

昨
年
よ
り
も
大
会
の
規
模
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
毎
年
「
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
宮
城
県
大

会
」「
東
北
大
会
」「
北
海
道
東
北
選
手
権
大
会
」

に
参
加
し
、
上
位
大
会
で
あ
る
全
国
大
会
参
加

及
び
上
位
入
賞
を
目

標
に
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
ク
ロ
マ
メ

８
号
が
「
北
海
道
東

北
選
手
権
大
会
」
で

準
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
、
全
国
大
会
全

日
本
の
部
出
場
権
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
身
の
全
国

大
会
に
出
場
す
る
目

標
が
達
成
で
き
た
の

で
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
宮
城
県
大
会

で
は
と
ん
か
つ
１
号

優
勝
、
ク
ロ
マ
メ
８

号
が
準
優
勝
、
か
ら

あ
げ
３
号
が
３
位
と

い
う
結
果
を
あ
げ
る

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

全
国
大
会
へ
出
場
し
て

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
最
後
の
大
会
で
あ
る
全
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
相
撲
全
国
大
会
で
は
、
全
国
の
常
連
校
や
過

去
に
優
勝
し
た
こ
と
の
あ
る
選
手
な
ど
が
数
多

く
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
初
戦
敗
退
で

し
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
善
点
や
戦
い
方
な
ど

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
高
校
生
の
部
の
全
国
大
会
に
は
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
来
年
は
必
ず
両
方
の
全
国
大
会
に

出
場
し
、
入
賞
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
練

習
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
調
整
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
。

電
子
工
学
科
２
年
　
森
田
　瑞
輝

吉
田
支
部

事 
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告

吉
田
支
部
長

　堀
田

　敏
幸

今年 の活 躍
東
北
大
会
に
出
場
し
て

東
北
大
会
に
出
場
し
て

普
通
科
２
年
　
岩
﨑
　礼
冴

総 

会 

開 

催

東京同窓会の齋藤酉夫様に
「大漢和辞典」を寄贈して

いただきました。
生徒の学習活動に活用していきます。

　
今
年
は
例
年
に
比
し
、
酷
暑
に
迫
る
８
月
27
日
に

吉
田
支
部
活
動
と
し
て
、
館
山
公
園
環
境
整
備
に
会

員
の
ご
協
力
を
頂
き
、
主
に
公
園
内
の
草
刈
り
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
平
成
31
年
よ
り
開
始
さ
れ
、
公
園
内
に

安
全
管
理
を
配
慮
し
た
施
設
等
を
設
置
し
、
地
域
住

民
の
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
多
く
の
往
来
を
期
待
し

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
整
備
に
あ
た
り
公

園
正
面
の
雑
木
が
生
い
茂
り
、
公
園
か
ら
の
展
望
に

支
障
が
散
見
さ
れ
、
地
域
住
民
の
往
来
に
直
面
す
る

現
況
を
吉
田
観
光
協
会
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

今

後
、
観
光
協
会
か
ら
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
本

事
業
の
目
的
達
成
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
憩
い
の
場
」
と
し
て
事
業
を
推
進
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今
年
の
５
月
に
行
わ
れ
た
県
総
体
で
男

子
や
り
投
げ
に
出
場
し
、
予
選
を
突
破
し

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
決
勝
進
出
で
緊
張
は
あ
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
８
に
残
る
こ

と
が
で
き
、
最
終
的
に
決
勝
７
位
と
い
う

結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
６
位
ま
で
が
東

北
大
会
出
場
だ
っ
た
の
で
そ
の
時
は
本
当

に
く
や
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
次
は
絶
対
に
東
北
大
会
に
出
場
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
９
月
の
県
新
人
大
会

に
向
け
て
今
ま
で
以
上
に
苦
し
い
ハ
ー
ド

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
８
月

に
行
わ
れ
た
新
人
大
会
前
の
記
録
会
に
お

い
て
大
幅
に
自
己
記
録
を
更
新
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
良
い
状
態
で
県
新
人
大

会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
選

で
は
楽
に
決
勝
進
出
記
録
を
突
破
し
決
勝

を
決
め
ま
し
た
。
少
し
緊
張
は
あ
り
ま
し

た
が
、
決
勝
で
は
１
投
目
か
ら
５
投
目
ま

で
力
が
入
り
す
ぎ
て
思
う
よ
う
な
ス
ロ
ー

イ
ン
グ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
の

６
投
目
で
県
総
体
で
の
く
や
し
さ
が
思
い

浮
か
ん
で
き
て
、
最
後
決
め
て
や
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
で
最
後
の
試
技
を
行
い
ま
し

た
。
振
り
切
り
で
う
ま
く
や
り
に
力
が
加

わ
り
最
高
の
角
度
で
飛
ば
す
こ
と
が
で

き
、
51
ｍ
32
㎝
自
己
記
録
更
新
、
決
勝
２

位
で
東
北
大
会
出
場
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
本
当
に
う
れ
し

く
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
最
高
の

１
日
で
し
た
。

　
そ
の
約
２
週
間
後
に
福
島
で
行
わ
れ
た

東
北
新
人
大
会
に
宮
城
県
代
表
で
出
場
し

て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
東
北
大
会
（
上

位
大
会
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
緊
張
し
て

体
が
硬
く
な
り
力
を
出
せ
ず
、
平
凡
な
記

録
で
予
選
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
ら
れ
ば
で
す
が
、
自

己
記
録
を
出
し
て
い
れ
ば
入
賞
の
可
能
性

が
あ
っ
た
の
で
本
当
に
く
や
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
か
ら
、
来
年
度
は
東
北
大
会
出

場
、
そ
し
て
入
賞
、
福
岡
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
新
た
な
目
標

を
掲
げ
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

練
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

り
や
す
い
時
期
で
す
が
、
そ
の
く
や
し
さ

を
思
い
出
し
な
が
ら
自
分
に
対
し
て
鼓
舞

し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
目
標
を
達

成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
吉
田
支
部
総
会
が
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、
総
会

提
出
議
案
全
て
が
会
員
の
ご
協
力
を
頂
き
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
執
行
部
三
役

（
支
部
長
、
副
支
部
長
、
庶
務
会
計
）
が 

退
任
し
、

在
任
間
、
支
部
長
を
中
心
に
支
部
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
ご
功
績
に
感
謝
し
ま
す
。
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会
に
ご
臨
席
の
山
路
会
長
に
ご
挨
拶
を
頂
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の
近
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に
つ
い
て
の
お
話
の
中
で
、「
生 

徒
数
の
定
員
不
足
」
の
問
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
状
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は
学
校
運
営
に
大
き
く
関
わ
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そ
の
要
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と
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急
速
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む
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子
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が
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開
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れ
、
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に

安
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等
を
設
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令
和
四
年
度
事
業
報
告

　

 

並
び
に
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

㈡ 

令
和
五
年
度
事
業
計
画

　

 

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

㈢ 

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

会
　
　長 

山
路
　義
明

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
大
衡
支
部
）

副
会
長 

大
友
　勝
衛

 

（
Ｓ
四
一
年
卒
落
合
支
部
）

副
会
長 

堀
籠
日
出
子

 

（
Ｓ
四
二
年
卒
吉
田
支
部
）

監
　
　事 

渡
辺
　政
志

 

（
Ｓ
四
三
年
卒
大
谷
支
部
） 

監
　
　事 

庄
司
　正
巳

 

（
Ｓ
四
六
年
卒
吉
岡
支
部
）

監
　
　事 

浅
野
　芳
夫

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
富
谷
支
部
）

顧
　
　問 

藤
倉
　知
格

 

（
Ｓ
四
八
年
卒
県
議
会
議
員
）

顧
　
　問 

佐
々
木
末
治

 

（
Ｓ
三
一
年
卒
前
会
長
）

顧
　
　問 

金
　
　和
宏 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

本
郷
　貴
志 （
元
校
長
）

顧
　
　問 

市
川
　敬
行 （
元
校
長
）

参
　
　与 

遠
藤
　俊
樹 （
現
校
長
）

事
務
局
長 

佐
々
木
寛
征 （
教
職
員
）

事
務
局 

三
浦
　
　葵 （
教
職
員
）

令和五年度  同 窓会総会

◉
東
京
同
窓
会 

◉
仙
台
支
部

◉
落
合
支
部 

◉
吉
岡
支
部

◉
大
衡
支
部 

◉
吉
田
支
部

◉
宮
床
支
部 

◉
粕
川
支
部

◉
富
谷
支
部
　◉
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

現
在
休
止
中
の
支
部

◉
大
谷
支
部 

◉
利
府
支
部

◉
大
松
沢
支
部 

◉
松
島
支
部

◉
鶴
巣
支
部 

◉
栃
木
県
人
会

　八
月
十
九
日
㈯
午
前
十
一
時
よ
り
町
内
の

遠
藤
旅
館
に
於
い
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
母
校
よ
り
遠
藤
俊
樹
校
長
、
熊

谷
崇
教
頭
、
村
上
貴
宏
事
務
室
長
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　始
め
に
山
路
同
窓
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
遠
藤
校
長
か
ら
は
母
校
の
近
況

報
告
を
兼
ね
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
則
に
従
っ
て
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
事

務
局
よ
り
令
和
四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
も
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　懇
親
会
は
四
年
ぶ
り
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は
進
み
、
昔

懐
か
し
い
学
生
時
代
の
話
題
や
最
近
の
黒
高

生
の
変
化
、
さ
ら
に
は
後
輩
達
の
活
躍
の
話

題
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
く
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。懇
親
会
の
最
後
は
、母
校
の
益
々

の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

４月　8日㈮
６月　5日㈰
　　 11日㈯

８月 19日㈮

　　 21日㈰

10月 

11月 26日㈯
 
 

12月　3日㈯
２月 28日㈫
３月 
３月  １日㈬
３月 28日㈫

入学式
落合支部総会
評議員会
学校助成（ものづくりコンテスト
測量部門東北大会出場 ～8/20）
吉田支部環境整備事業
大衡支部総会 → 中止
多賀城・七ヶ浜支部総会 
→ 書面決議

学校助成（高校生ロボット
相撲全国大会出場）
東京同窓会総会 → 中止
仙台支部総会 → 中止
吉岡支部総会　　　
同窓会入会式，支部長会議
同窓会報　第66号発行
卒業式
監査・役員会

黒川高校　体育館
遠藤旅館
黒川高校　遠藤旅館

山形県立酒田光陵高校

舘山公園

ビッグパレットふくしま

黒川高校 体育館，同窓会館
2800部印刷（中村印刷）
黒川高校　体育館
黒川高校　同窓会館

１　会　　　費
　１）終身会費
２　繰　越　金
３　雑　収　入
収　入　合　計

１　事 務 諸 費
　１)需 要 費
　２)旅　　費
２　会　議　費
　１)総 会 費
　２)役員会費
３　事　業　費
　１)支部助成費
　２)事業諸費

　３)渉 外 費
　４)学校（生徒）助成

４　敬　愛　費
　１)歓 迎 費
　２)慶 弔 費
５　負　担　金
６　車両借上等補助費
７　財源積立金
８　予　備　費
支　出　合　計

1,473,000
1,473,000
1,172,594

406
2,646,000

1,476,000
1,476,000
1,172,594

17
2,648,611

3,000
3,000

0
△ 389
2,611

@3,000円×492名

利息

340,000
140,000
200,000
120,000
70,000
50,000
990,000
280,000
300,000
10,000

400,000

300,000
200,000
100,000
5,000

300,000
400,000
191,000
2,646,000

61,631
31,783
29,848
19,767
16,720
3,047

938,570
130,000
171,470
9,350

627,750

115,578
105,578
10,000
5,110

300,000
400,000
48,214

1,888,870

△ 278,369
△ 108,217
△ 170,152
△ 100,233
△ 53,280
△ 46,953
△ 51,430
△ 150,000
△ 128,530
△ 650

227,750

△ 184,422
△ 94,422
△ 90,000

110
0
0

△ 142,786
△ 757,130

ハガキ，送料，事務用品他
役員，事務局旅費

評議員会会場代
役員会お茶代

各支部への助成金
会報発行，郵送費
卒業アルバム
資格取得助成金 (5)，クリア
ファイル，会議室用机，椅子

卒業生証書入れホルダー
支部総会御祝儀
産業教育振興協会負担金
生徒遠征費補助

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

項　　目 収 入 合 計 支 出 合 計 差　　引予算額 決算額 比較増減 付　　記

項　　目 予算額 決算額 比較増減 付　　記

【収入合計】2,648,611－【支出合計】1,888,870＝【差引残額】759,741
（次年度へ繰り越し）

※ただし科目間の流用を認めるものとする
2,089,000 2,089,000 0

【令和５年度　収支予算書（案）】【令和４年度　収支決算報告書】

【令和４年度　同窓会事業報告】

（単位：円）

本
部
役
員
は
次
の
通
り
で
す

月日（曜日） 事　業　内　容 場　　所

【令和４年度（昨年度）】

過去２年間の進路状況

主な進路先

●就職内定者数（実数）

就 職
97　
5　
95　

公 務 員
6　
0　

100　

大学・短大
10　
0　

100　

専門学校
26　
0　

100　

そ の 他
0
3
0

合 計
139　
8　
94　

【令和５年度（令和６年１月26日現在）】
種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

㈱コバヤシ　東北工場
プライムアースＥＶエナジー㈱宮城工場
トヨタ自動車東日本㈱
白石食品工業㈱仙台工場
㈱ワイ・デー・ケー宮城工場
㈱イズミテクノ
アイシン高丘東北㈱
㈱東北ライト製作所
THKインテックス㈱仙台工場
㈱フジ・コーポレーション
日進工具㈱
㈱C&D
フクダ電子　ファインテック仙台㈱
旭陽電気㈱　宮城工場
㈱バイタルネット　宮城物流センター
IHミートソリューション㈱
東洋産業㈱
CKD㈱
ワタキューセイモア㈱
㈱渡辺精機
（社福）永楽会
アサヒロジ㈱
㈱プラモール精工
東洋刃物㈱
日本ファインセラミック
㈱本山製作所
高木商店仙台工場
中央精機東北㈱
川崎設備工業㈱
㈱原田伸銅所
グローテック㈱
仙台小林製薬㈱
㈱ソーリンク
東北計器工業㈱
㈱信和
㈱グリーンハウザー
㈱ササキ
河北ランド　富谷カントリークラブ
AGCグラスプロダクツ㈱大衡工場

1
3
3
4
4
2
2
1
3
4
1
1
1
5
2
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
1
66

事 業 所 名

管

　内

計

仙 台 計

仙

　台

㈱仙台村田製作所
東北電力ネットワーク㈱
㈱ヒューテックノオリン
東日本旅客鉄道㈱
お茶の井ヶ田㈱
㈱エコプラス
㈱ケディカ
㈱アミノ　「うまい鮨勘」
㈱高速
㈱NTKセラティック
陽光ビルサービス㈱
㈱サトー商会
㈱三浦組
㈱エフ・ケー
㈱ヒメノ

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
１
1
17

事 業 所 名 計

●専修・各種学校合格者数（延べ人数）

代々木アニメーション学院
仙台赤門医療専門学校
仙台工科専門学校
仙台保健福祉専門学校
仙台ヘアメイク専門学校
東北電子専門学校
仙台ウエディング＆ブライダル専門学校
仙台ECO動物海洋専門学校
伝統文化と環境福祉の専門学校 
仙台幼児保育専門学校  
総合学園ヒューマンアカデミー仙台校
仙台ビューティーアート専門学校

1
1
2
3
1
3
4
1
1
2
2
1
22

県

　内

計

合　計

専修・各種学校

●公務員合格者数（延べ人数）

1
3
2
6

大和町職員（行政）
自衛官一般曹候補生
自衛官候補生

合　計

職　種 計

●大学・短大等　合格者数（延べ人数）

東北学院大学
東北工業大学
宮城学院女子大学
東北文化学園大学

1
3
1
2
7

大　学

県

　内

計

合　計

聖和学園短期大学
東北生活文化大学短期大学

1
2
3

県 

内

計

合　計

短 期 大 学 等

卒 業 生 の 進 路 状 況

●看護系学校合格者数（延べ人数）

1仙台医師会看護専門学校
大学校・高等技術専門校 計

就 職
108　
0　

100　

公 務 員
4　
0　

100　

大学・短大
12　
0　

100　

専門学校
41　
0　

100　

そ の 他
0
4
0

合 計
165　
4　
98　

種　別
内定者（人）
未定者（人）
決定率（％）

1
2
3

東北職業能力開発大学校
宮城県立仙台高等技術専門校

合　計

大学校・高等技術専門校 計
●大学校・高等技術専門校合格者数（延べ人数）

議 

題

支
部
等
は
次
の
通
り
で
す

縁 故 計
就 職 者 合 計

県
　内

㈲三和建装工業所
岡田鉄筋工業㈱
㈱Colorful
㈱利久　富谷あけの平

2
1
1
1
5

1
1
2
1
2
1
1
9

YKK ＡＰ㈱　東北製造所
㈱RS TECHNO LOGI ES　三本木工場
東北フジパン仙台工場
(社福)大崎社会福祉協議会
アルプスアルパイン㈱
堀越モータース
鴻池メディカル㈱ 宮城営業所

97

県 内 計

縁
　故

令和6年（2024年）３月1日発行　黒川高等学校同窓会報黒川高等学校同窓会報　令和6年（2024年）３月1日発行
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同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
母
校
も
創
立
一
二
四
年
目
を
迎
え
、
卒
業

生
も
二
万
名
を
突
破
し
ま
し
た
。
今
年
も
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
、
部
活
動
や
高
校
生
活
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
黒
高
生
は
九
割
以
上
が
黒
川
地
域
の
出
身

で
、
卒
業
後
も
大
半
が
地
元
に
定
着
し
地
域

の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

転
機
を
迎
え
た
黒
川
高
校

　
創
立
以
来
、
地
域
の
中
心
的
高
校
と
し
て

存
在
し
て
き
た
母
校
が
、
い
ま
大
き
な
転
機

を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
入
学

者
が
激
減
し
て
お
り
、
定
員
割
れ
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
仙
台
圏
内
の
高
校
と

し
て
、
一
学
年
五
ク
ラ
ス
、
定
員
二
〇
〇
名

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
定

員
割
れ
と
な
り
、
二
〇
二
三
年
度
の
入
学
生

は
、つ
い
に
過
去
最
悪
の
定
員
充
足
率
六
六
・

五
％
に
ま
で
低
下
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
学

年
五
ク
ラ
ス
の
維
持
さ
え
も
心
配
さ
れ
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
員
割
れ
の
最
大
の
原
因
は
少
子
化
で
す

が
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
二
〇

二
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
私
立
高
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
制
度
が
定
着
し
て
き
た
事

だ
と
思
い
ま
す
。
本
県
で
は
、
い
ま
や
公
立

高
校
を
受
験
し
な
い
生
徒
が
三
割
以
上
に

な
っ
て
お
り
、
影
響
は
母
校
の
み
な
ら
ず
、

仙
台
圏
の
郊
外
の
高
校
の
多
く
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
我
々
同
窓
生
と
し
て
は
、
創
立
以
来
、
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
母

校
の
役
割
や
重
要
性
を
改
め
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
母
校
と

同
窓
会
に
対
し
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会
報
第
六
七

号
の
発
行
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
の
皆
様
に
は

母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
物
心
両
面
に
わ

た
る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
先
の
予
測
が
で
き
ず
、
計
画
通
り
に
な
ら

な
い
時
代
の
特
徴
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て

二
〇
一
〇
年
代
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）」
と
い
う
言
葉
を
最
近
続

け
て
耳
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｖ V

olatility     

（
変
動
性
）

　
Ｕ U

ncertainty

（
不
確
実
性
）

　
Ｃ C

om
plexity  （

複
雑
性
）

　
Ａ A

m
biguity   

（
曖
昧
性
）

の
頭
文
字
を
と
っ
て
で
き
た
言
葉
だ
そ
う
で

す
。

　
今
ま
で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
考
え
方
が
通

用
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
、
あ
る
い
は
、
今

後
は
通
用
し
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
時
代

と
と
も
に
変
容
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
の
変
化
は
特
に
激
し
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
少
な
か
ら
ず
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

が
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
症
法
上
の

分
類
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
健
康
観
察
や
換
気
確
保
、
手

指
衛
生
指
導
な
ど
の
継
続
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
平
常
時
の
活
動
に
近
づ
け
よ
う
と
生
徒
・

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。

　
七
月
、
個
性
あ
ふ
れ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

互
い
に
応
援
し
合
う
こ
と
で
ク
ラ
ス
の
一
体

感
を
高
め
た
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」。
一
〇
月
、

「
悪
い
こ
と
が
続
い
た
後
、
幸
運
に
向
か
う
」

と
い
う
意
味
の
「
一
陽
来
復
」
を
テ
ー
マ
に

し
、
入
場
制
限
を
か
け
ず
多
く
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
い
た
「
黒
高
祭
」。
一
二
月
、
学

科
ご
と
に
計
画
を
立
て
、
独
自
の
見
学
や
研

修
を
取
り
入
れ
た
関
西
方
面
へ
の
「
修
学
旅

行
」
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
快
進
撃
を

続
け
た
野
球
部
は
、「
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
記
念
宮
城
大
会
ベ
ス
ト
16
」。
陸
上

競
技
部
は
、
男
子
や
り
投
げ
と
男
子
ハ
ン

マ
ー
投
げ
で
「
東
北
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
」
へ
出
場
。
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
は
、
両

国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
ロ
ボ
ッ

ト
相
撲
大
会
全
国
大
会
」
へ
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
活
気
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

「
公
正
」「
友
愛
」「
開
拓
」
の
黒
高
三
Ｆ
精

神
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
あ
え
て
困
難
に
挑

戦
を
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
へ
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご 

挨 

拶
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
会 

長
　
山
路

　義
明

　
　
　
　
　

　
令
和
六
年
度
は
、
六
月
に
評
議
員
会
、

七
月
最
終
土
曜
日
に
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　
黒
川
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
、
同
窓
会
の
欄
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓

会
報
に
つ
い
て
は
、

そ
ち
ら
に
も
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
同
窓
会
報
は
各
支
部
の
中
で
配
付
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報

保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
住
所
等
を

登
録
し
な
い
会
員
も
お
り
、
各
支
部
で
会

報
の
配
付
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
自
宅
へ
の
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

送
料
九
四
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
返
信

用
封
筒
を
事
務
局
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

事
務
局
　
三 

浦
　
　
葵

　
今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
支
部
で
総
会
が

行
わ
れ
た
も
の
の
、
寄
稿
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
昨
年
同
様
の
ペ
ー
ジ
数
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と
し
て
こ
の
後

も
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
の
作
成
を
心

が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
報
に
つ
い
て
ご
要
望
や
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
支
部
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

同
級
会
の
お
知
ら
せ
や
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ

会
な
ど
た
く
さ
ん
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
会
報
へ
の
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
級
会
開
催
の
案
内
（
日
程
・
問
い

合
わ
せ
先
等
）
や
同
級
会
の
報
告
、
叙
勲

の
情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
様
式
は
不
問
で
す

◉「
氏
名
、
卒
業
年
、
住
所
、
電
話
、
掲
載
し

　 

て
ほ
し
い
こ
と
」
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
連
絡
方
法…

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◉
連
絡
先…

宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
同
窓
会

　
事
務
局
長
　
佐
々
木
　
寛
征

〒
九
八
一‒

三
六
八
五

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
東
柴
崎
六
二

【
電
　
話
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
一

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】〇
二
二‒

三
四
五‒

二
一
七
二

転
出
職
員
（
職
・
氏
名
・
異
動
先
）

教
　
　頭

　山
田
　昌
弘
（
県
第
二
工
業
高
）

主
幹
教
諭

　大
山
　義
男
（
岩 

出 

山 

高
）

教
　
　諭

　宮
本
美
智
恵
（
古
川
工
業
高
）

教
　
　諭

　溝
口
　将
史
（
退
　
　
　職
）

教
　
　諭

　本
橋
　里
支
（
鶴
ヶ
谷
支
援
）

教
　
　諭

　千
葉
　英
光
（
古
川
工
業
高
）

教
　
　諭

　上
野
　瑞
貴
（
古
　川
　高
）

事
務
主
査

　髙
橋
　り
つ
（
仙
台
二
華
高
）

事
務
主
事

　川
名
　駿
平
（
東
小
野
田
小
）

転
入
職
員
（
職
・
氏
名
・
前
任
校
）

教
　
　頭
　熊
谷
　
　崇
（
塩
　釜
　高
）

主
幹
教
諭
　安
達
　
　康
（
名
　取
　高
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
報
の

　
　配
付
方
法
に
つ
い
て

同
窓
会
報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

教
　
　諭
　上
村
　
　將
（
仙
台
第
三
高
）

教
　
　諭
　川
口
　美
樹
（
貞
　山
　高
）

教
　
　諭
　尾
形
　明
憲
（
新 

規 

採 

用
）

教
　
　諭
　宮
本
は
る
な
（
泉
　
　
　高
）

教
　
　諭
　武
澤
　龍
佑
（
新 

規 

採 

用
）

事
務
主
査
　村
田
　弥
生
（
光 

明 

支 

援
）

事
務
主
事
　角
田
　勇
斗
（
新 

規 

採 

用
）

令
和
五
年
三
月
末
の
教
職
員
の
異
動

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

編
集
を
終
え
て

ご 

挨 

拶教 

頭
　
熊 

谷

　  

崇
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